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座間市水道事業経営戦略 概要版 
 

令和３年３月 座間市上下水道局 
 

 
経営戦略策定の趣旨 

近年の⽔需要は、節⽔機器の普及等により、平成 4 年度の 14,854 千 m3（年間
総給⽔量）をピークに減少を続けており、給⽔普及率がほぼ 100%の現在、⼤規
模な新規開発以外での増加は⾒込めなくなっています。 

本市⽔道事業では、平成 26 年 9 ⽉に「安全」、「強靭」、「持続」の観点から「座
間市⽔道事業経営プラン」を策定するとともに、新たに中⻑期的な視野に⽴った
経営の基本計画である「経営戦略」を策定しました。 

「経営戦略」は、将来需要に⾒合った施設更新をする「投資計画」と、必要な
財源を計画的かつ適切に確保する「財政計画」から成り⽴ちます。この「投資計
画」と「財政計画」は別々に策
定されるものではなく、相互に
関連し、収⽀が均衡した形とな
るような計画となっています。 

以上を踏まえ、「経営戦略」は、
本市⽔道事業が将来にわたって
安定的に事業を継続していくた
めに、10 年間以上にわたる中⻑
期的な視点で、「座間市⽔道事業
経営プラン」を構成する計画と
して位置付けています。 

図 1 座間市⽔道事業経営戦略の位置付け 
 
計画期間 

経営戦略の計画期間は 10 年以上を基本とし、3〜5 年ごとに成果の検証・評価
を⾏います。座間市⽔道事業経営戦略の計画期間は次のとおりです。 

 
 

  

 座間市⽔道事業経営戦略の 

     ⽬標年度 ︓ 令和 12 年度 

     計画期間 ︓ 10 年間（令和 3 年度〜令和 12 年度） 
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事業の概要 

本市⽔道事業は現在、計画給⽔⼈⼝ 130,940 ⼈、計画⼀⽇最⼤給⽔量 46,690
⽴⽅メートルの計画に基づき事業を進めており、60 年以上にわたって安全でおい
しい⽔を供給してきました。 

⽔道事業の経営は、平成 23 年
10 ⽉ 1 ⽇に実施した料⾦改定等
と各種の経営健全化の取組によ
り、健全な状況を維持しています。
そして毎年の利益は、⽔道施設の
更新等の費⽤に充当しています。 

図 2 収益的収⽀の実績 

 
将来の事業環境と経営課題 

「座間市の⼈⼝推計」によると、
本市の⼈⼝は今後、減少傾向にあり、
⽔道⽔の使⽤の多くを⽀える⽣活⽤
⽔量は、⼈⼝減少に伴い減少してい
くものと想定されます。この⽔需要
の減少は料⾦収⼊の減少につながり
ます。 

図 3 給⽔⼈⼝及び給⽔量の⾒通し 
その⼀⽅で今後、⽔道施設及び管路を更新しなかった場合は図 4 となります。

現在、構造物及び設備、管路のそれぞれにおいて、築年数から経過した年数が法
定耐⽤年数以内の資産に占める割合は 70%以上となっていますが、経営戦略の計
画期間である令和 12 年度には 50%程度への低下が予測されます。 

⽼朽化する⽔道施設が増加していく中で、適切な補修や新技術の導⼊による⻑
寿命化を図るだけではなく、今後想定される巨⼤地震等の⾃然災害において被害
を最⼩限とするため、計画的な⽔道施設の更新及び耐震化と事業実施のための資
⾦の確保が必要です。 

構造物及び設備 

 

管路 

 
図４ 経過年数の推移 
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築年数から経過した年数 
 ■法定耐⽤年数以内の資産 
 ■法定耐⽤年数の 1〜1.5 倍の資産 
 ■法定耐⽤年数の 1.5 倍超の資産 
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経営の基本方針 

 

1.基本方針 

「座間市⽔道事業経営プラン」の基本理念「次世代へ おいしい座間の⽔をつなぐ」の
実現に向けて、本経営戦略においては「⽔道サービスの持続」、すなわち「給⽔⼈⼝や給
⽔量が減少した状況においても、健全かつ安定的な事業運営が可能な⽔道」を堅持し、「投
資・財政計画」の収⽀が均衡したものになるように経営を⽬指します。 

2.方向性 

 
図 5 経営戦略の⽅向性 

 
投資・財政計画 

1.投資 

計画期間である令和 12 年度までの 10 年間の主な投資内容は次のとおりです。 
 耐塩素菌対策施設設置⼯事 

 安⼼・安全な⽔道⽔の供給のため、クリプトスポリジウム等の耐塩素性病原⽣物
への対策として、第１配⽔場及び第２配⽔場に紫外線処理施設を設置します。 

 ⽼朽管布設替⼯事 
 有収率の向上等の効率的な施設運営を⾏うため、管種、布設年度を踏まえ計画的
な更新を実施し、管路の⽼朽化の抑制及び耐震化を図ります。 

 第１配⽔場再編成⼯事 
 配⽔施設の耐震化をはじめ、四ツ⾕配⽔管理所を第１配⽔場に機能移転し、４つ
の⽔源井⼾から配⽔場に原⽔を送る中継地点としての役割、遠隔監視制御及び配⽔
管理機能を集約します。 

 基幹管路整備⼯事 
 第１配⽔場再編成⼯事の実施に伴い、⽔源井⼾からの直接第１配⽔場に送る導⽔
管の整備を進めていきます。 

 四ツ⾕配⽔管理所中央監視機能増設⼯事 
 市内の各⽔道施設の情報を集中的に監視制御する中央監視装置の更新及び設備
を増強し、維持管理の充実に向け機能の強化を図ります。 

 
なお、⽔道施設の適切な補修や新技術の導⼊により、⽔道施設及び管路の⻑寿

命化が期待できることから、事業費の平準化を図り、計画的な更新を進めます。 

適正な料⾦設定と財政計画
・安定した経営
・健全経営のための経営改⾰
・資⾦の確保
・適正な⽔道料⾦設定の検討

適正な施設の管理
・施設の適正規模の検討

組織⼒の向上
・他事業体との交流による

職員能⼒の向上
・⼈材の育成と組織⼒の向上
・さらなる⺠間活⼒の導⼊

「給⽔⼈⼝や給⽔量が減少した状況においても、
健全かつ安定的な事業運営が可能な⽔道」
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表 1 10 年間の主な投資計画  
（単位︓百万円、税込） 

基本⽅針 事 業 名 事 業 費 

安 全 
耐塩素菌対策施設設置⼯事 

約 1,000 
 

第１配⽔場 
第２配⽔場 

強 靭 
持 続 

施設設備整備⼯事 

約 7,000 
 

⽼朽管布設替⼯事 
第 1 配⽔場再編成⼯事 
基幹管路整備⼯事 
四ツ⾕配⽔管理所中央監視機能増設⼯事 

合  計 約 8,000 
 

2 財源対策 

 ⽔道料⾦ 
 持続可能な健全経営を引き続き維持していくためには、⽔道料⾦を⾒直し、給⽔
収益の増加を⾒込むことで財政収⽀の均衡を図る必要があります。 
 今後、料⾦改定が必要と思われる経営状況となった際は、「座間市公営企業審議
会」での審議を経て答申の内容を参考として、⽔道料⾦体系、料⾦改定率、実施時
期等の基本⽅針を決定します。 

 企業債 
 料⾦収⼊だけでは賄えない財源を企業債の発⾏により対応します。なお、後年度
の財政負担を考慮し、企業債残⾼の低減を図るため、⻑期で低⾦利な資⾦等の発⾏
条件の良い企業債の計画的な活⽤に努めます。 

3.投資・財政計画 

計画期間内における投資・財政計画の概要は次のとおりです。 

収益的収⽀ 

 

資本的収⽀ 

 
図 6 投資・財政計画の概要 

進捗管理 

経営戦略のフォローアップについては、図 7 の
PDCA サイクルの考え⽅に沿って、下記のタイミ
ングで⾒直しを図ります。 

① 経営戦略策定後の中間⾒直し（概ね 5 年後） 
② 新たな経営戦略の策定（10 年後） 

図 7 経営戦略の PDCA サイクル 
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